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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の
　定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　（株）JTB東北仙台支店　　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部

――始めに、自己紹介をお願いします。
　キューバの首都ハバナの出身です。2016年4月に古川学園高校に1年
生として入学しました。普通科総合コースに在籍し、他の生徒と同じよう
に日本語で授業を受けています。バレーボールのポジションは、レフトで
す。身長は173㎝と特別に大きいわけではありませんが、最高到達点は
3m5㎝で、パワーのあるスパイクが持ち味です。
――次に、お母様についてお伺いします。お母様のターニャ・オルティス
さんは、バレーボールキューバ女子代表がバルセロナ五輪で金メダルを
獲得した時のメンバーでいらっしゃいますね。レグラさんがバレーボー
ルを始めたのは、お母様の影響があったのでしょうか？
　小さい頃は陸上の短距離をやっていましたから、早くから特別な指導
を受けて来たわけではありません。ただ、始めたきっかけは確かに母で
す。小学5年生の時、母が指導していた小学生のチームで選手の人数が
足りず、私が試合に出ることになりました。9歳で身長が160㎝を超えた
私は他の子ども達より一回り体が大きく、テクニックの面でも良い評価を
受けて嬉しかったことから、本格的に取り組むことにしました。
――その後は、お母様のご指導もあったのですね。
　はい。キューバはスポーツが盛んで、スポーツセンターがたくさんあり
ます。平日はそのスポーツセンターの1つに通って練習を行い、週末は母
がセンター長を務めていた別のスポーツセンターで、母の指導の下、特
訓しました。
――そして、頭角を現したわけですね。
　そうです。キューバは、スポーツで活躍をすると、より上のレベルで取り
組むシステムになっています。私にも関係者から声が掛かったことから、
スポーツに専門的に取り組む中学校に入学し、ハバナ中から集められた
上手な選手達とプレーするようになりました。中学時代は、ジュニアの
キューバ女子代表として約1年、活動した経験もあります。
――どうして日本に来ることになったのでしょう？
　「キューバより強い外国でプレーした方がいい」と母に言われたからで
す。私は外国へ行くなら、イタリアに行きたいと思っていたのですが、母
にテクニックが優れた日本に行くよう勧められ、日本に来ることにしまし
た。母はバレーボールの世界をよく知っていますから、母が言うことは常
に正しいと思っています。古川学園高校への留学は、母の知り合いの日
本人のバレーボール関係者が岡崎典生監督と知り合いだったことから、
実現しました。
――そうして始まった日本での生活は、いかがでしたか？強豪校の練習

は、大変ではありませんか?
　1日に何度も靴を履き替えることに驚いたり、キューバで見ていた日
本のアニメと違って、制服のスカートが長くてがっかりしたり、生活する
上で思っていたことと違うところはたくさんありました。バレーボール部
の練習については、ジュニアのキューバ女子代表時代はもっと長い時間
やっていましたし、全体的に違和感はありません。日本はテクニックに長
けているので、例えばスパイクの打ち方などキューバよりバリエーション
が豊富だと感じています。
――異文化の中、深い部分で苦労されたこともあったのではないでしょ
うか？
　食べ物とコミュニケーションの取り方という2つの面で、苦労しました。
食べ物に関しては、寮で出される食べ物に慣れるのが一苦労でした。「味
がない。ベタベタする」と感じ、白ご飯が苦手でした。もともと野菜は大
嫌いだったのですが、日本の料理は様々な野菜を用いるので、それに慣
れるのも大変でした。今は頑張っていろいろ食べています。コミュニケー
ションの面では、明るく、周囲の人と積極的にコミュニケーションを取っ
て人生を楽しもうとするキューバ人に比べて、日本人はよそよそしい感
じがしています。
――お休みの日はどんなふうに過ごしていらっしゃいますか？
　コスタリカ出身で、女子バレーボール部のコーチを務めているルイ
ス・レオンさんの美里町の家で過ごしています。入学当初、全く日本語が
できなかった私のために、彼が3ヶ月ほど毎日授業に同席してくれたこと
もあり、仲良くなりました。大好きなアイスクリームを一緒に食べに行っ
たり、スペイン語でおしゃべりしたりするのも楽しいです。ラテンアメリカ
の文化を共有し、何でも話せるルイスさんを私は「日本のパパ」だと思っ
ています。
――昨年夏、お母様が宮城に来られたようですね。
　宮城で行われた全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の試合に
出場する私を応援するため、来てくれました。普段はレフトの私がセン
ターを務め、大型の選手達と渡り合って様々なプレーを展開するのを見
て、母は「すごいね」と言って泣きました。
――これからの目標を教えて下さい。
　年齢の関係で、全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バ
レー）に出ることはもうできませんが、「天皇杯・皇后杯全日本バレーボー
ル選手権大会」は、予選を突破したら私も出られるので、持ち味の強烈な
スパイクを決めてチームの勝利に貢献したいです。もっと先の目標とし
ては、高校卒業後、Ｖリーグのチームでプレーしたいと考えています。

AIM＠ このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　

「外国人とともに拓く介護の未来～外国人介護人材受入啓発事業」のご報告

「平成２９年度宮城県市町村国際交流協会連絡会議」のご報告

レグラさん（左）と母・ターニャさん（右）練習風景

　高齢化が著しい日本においては、介護現場におけるスタッフの
不足が深刻な状況にあり、団塊の世代がすべて後期高齢者となる
２０２５年には全国で介護人材が３８万人不足すると試算されてい
ます。このことを受けて日本政府は昨年、技能実習制度の職種に

「介護」を加えたり、在留資格「介護」を新設したりと急速に外国人
介護人材受け入れの門戸を開きました。
　今年度、当協会では宮城県長寿社会政策課からの委託で県内
の介護施設管理者等を対象としたシンポジウム「外国人とともに
拓く介護の未来」を開催しました。EPA介護福祉士候補者の受け
入れ実績がある青森県むつ市の介護福祉施設、気仙沼市での外
国人介護人材を雇用する施設、介護の現場で働く中国出身者によ
るそれぞれの事例が報告されました。当日は１７０名を超える多く

　２月２１日に「宮城県市町村国際交流協会連絡会議」が開催されま
した。この会議は、市町村国際交流協会の情報交換・連携促進のた
めMIAが毎年開催しているもので、今年度は６団体１５名の方にご
参加いただきました。
　今回は「これからの国際交流イベントについて考える」というテー
マを設け、各協会の「国際交流イベント」の取組状況、課題とその解
決のためのヒントを共有するとともに、外国人は必ずしも「歌や踊り
のパフォーマー」ではなく、地域に暮らす生活者であるという視点
を持つことの大切さについても考えました。
　また、特別ゲストとして、宮城アフリカ協会のアイザックさん、サ
ンバチーム代表のアンドレアさん、みやぎ外国人相談センター韓

同和興業株式会社（本社・仙台市）

　当社は1961年の設立以来、地元ビルメンテナンス
のリーディングカンパニーとして、保守管理はもちろ
んのこと、警備業務も含め、安全で快適な環境づくり
に取り組んでまいりました。 経営理念としては、 ｢今日の充実で、明日に拡げる｣と「相互信頼」の精神
に基づき、顧客の「信頼と満足」を得て、建築物環境保全に最大限の努力をすることと、人にやさしい環
境を創造し、地域社会とともに地球環境に大きく貢献することを掲げています。お客様に安心して当社
のサービスを受けていただけるよう、1999年には国際標準化機構（ISO）の品質マネジメントシステム
に関する規格「ISO9001」の認証も取得しています。
　環境負荷の少ない事業活動の実施には、特に力を入れています。環境や安全面への配慮を含め、メ

ンテナンスやリニューアルの在り方を様々な角度から検討し、ビルや住まいの理想像を研究する「BMセンター」を2003年に開設しまし
た。また、同じ年に設置した「仙台ケミカルセンター」では、水質検査や空気環境測定といった従来の衛生保全に関する分野に加え、周辺環
境も視野に入れた多様な分析を行い、そこで得た正確で質の高いデータを廃棄物などの安全で正確な処理のために有効活用しています。
　今後は、環境問題にさらに寄与する企業を目指すとともに、安定した雇用機会の創出を継続することで、地域社会のお役に立っていきた
いと考えています。

MIA法人賛助会員ご紹介コーナーMIA法人賛助会員ご紹介コーナー

宮城でバレーボールを
頑張っています!

同和興業株式会社 BM センター

レグラ・フラヴィア・マルティネス・オルティスさん
キューバ共和国出身
古川学園高校女子バレーボール部所属

の方々のご来場がありました。
　また、県内の介護福祉施設への出張説明会も実施し、昨年１２月
から今年３月までの
間に８つの施設等に
出向きました。施設
管理者から現場ス
タッフまで 多くの
方々からたくさんの
ご質問があり、関心
の高さがうかがわ
れました。

国語相談員の金才努さんをお招きし、それぞれの出身国・地域の
文化紹介のための取組を紹介していただきました。
　後半の自由懇談の時間では、予定の時間を過ぎても熱心に情報
交換をされていて、
出席者のお一人か
らは「いい情報がた
くさん得られたので
参加して良かった」
という感想の声も聞
かれました。

パネルディスカッションの様子
（２０１７年１１月２２日（水）、TKP ガーデンシティ仙台）。
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー

このコーナーでは、県内の国際活動団体の2018年4月～5月の
活動予定をご紹介します。
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2018
EVENT
DIARY 4 5 月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：E メール 　　 ：ホームページ

「倶楽部MIA」、「MIA多言語かわら版」（日・英・中・韓・ベトナム・
インドネシア）の最新号及びバックナンバーは、WEB上でご覧
いただくことができます。

倶楽部MIA 検 索

・

・

・

4月 APRIL
1・6・15・22・29・30日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
　  022-354-3678（大浦）
k-ohura@kfx.biglobe.ne.jp
http://www.geocities.jp/matsushimagw

1・6・15・22・29日　
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
入場料300円は自己負担

※瑞巌寺ボランティアガイドと同じ

中旬 日曜
　お花見ピクニック

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
錦町公園
午後
要（電話・FAX・メール）
無料（各自一品持ち寄り。飲み物の用意あり）
022-225-1475
022-225-1407
contact@afsendai.com
http://www.afsendai.com

1日　
　April Fool's & Easter

NPO MISO
塩釜市中央公民館
13：00～（受付12：30～）
要（電話・FAX・メール）
無料
022-385-5626
022-385-5965
npomiso@carleikaiwaschool.com
http://www.npo-miso.jp

2日　
　花バザー

地球の子ども通信
事務局（仙台市泉区南中山1-24-5）
10：00～14：00
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp

8日
　TEDxTohokuUniversity 2018 Conference 

TEDxTohoku University
東北大学カタールサイエンスキャンパス
ホール（青葉山キャンパス）
10：30～19：30
要（HPより）

学生3,000円、一般6,000円
tedxtohokuu@gmail.com
https://www.tedxtohokuu.com/20
18-conference

10日
　MIA日本語講座夜間初級1・2クラス

公益財団法人宮城県国際化協会
宮城県仙台合同庁舎 7階
18：30～20：30（毎週火）
要（電話・FAX・メール）
12,000円（テキスト代別）
022-275-3796
022-272-5063
mail@mia-miyagi.jp
http://mia-miyagi.jp/

15日　
　歩いて巡る地域歴史散策～第42回仙台三十
　三観音巡り第二行程～第12番～第25番札所

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：みやぎNPOプラザ・みやぎ婦人
会館前（榴ヶ岡）
8：45集合 9：00出発～15：00頃解散予定
要（電話・FAX・メール）
一般2,500円　楽遊ネット会員2,000円
(小冊子・保険料込）
022-261-9869
022-261-0546
eikaiwa.usaclub@dream.ocn.ne.jp
http://www.eikaiwa-sendai.jo/raku
yuu.html

17日
　MIA日本語講座初級1・2クラス

公益財団法人宮城県国際化協会
10：00～12：00（毎週火～金）
24,000円（テキスト代別）

※夜間初級1・2クラスと同じ

　MIA日本語講座中級クラス
公益財団法人宮城県国際化協会
13：00～15：00（毎週火・木）
12,000円（テキスト代別）

※夜間初級1・2クラスと同じ
　
　BD作家イョーリオとリッチの
　特別ワークショップとライブ・ドローイング

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
18：30～20：30
要（電話・FAX・メール）
無料
022-225-1475
022-225-1407
contact@afsendai.com
http://www.afsendai.com

18日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

19日
　歴史の時間と物語の時間
　－死者と生者のラストサパー

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター 研修室
10：00～１2：00
不要
1,000円
　   022-362-7907

20日
　野菜バザー

地球の子ども通信
　　　　　　  ※4月2日と同じ

　MIA日本語講座漢字1・2クラス
公益財団法人宮城県国際化協会
13：00～15：00（毎週金）
7,200円（テキスト代別）

※夜間初級1・2クラスと同じ

3・4・5・6・11・20・27日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会

※4月の瑞巌寺ボランティアガイドと同じ

6・11・20・27日　
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会

※4月の円通院ボランティアガイドと同じ

12日
　内モンゴルと石巻・子どもたちがつなぐ
　平和コンサート

石巻内モンゴル友好協会
石巻遊楽館 かなんホール
①14：00～16：00 ②18：00～20：00
石巻内モンゴル友好協会事務局　門間博子

（前売券）2,500円 （当日券）2,800円
0225-21-1701または090-2024-3693
0225-21-1702
hiro-kom@zd5.so-net.ne.jp

16日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
　　　　　　　※4月18日と同じ

 5月 MAY

17日
　日本におけるフェミニズムを問う

アフリカ・セミナーの会
　　　　　　  ※4月19日と同じ

20日
　歩いて巡る地域歴史散策～第43回仙台三十
　三観音巡り第三行程～第26番～第33番札所

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：①JR南仙台駅前１番バス乗場前 
②第31番札所「落合観音堂(四郎丸)」内
                       ※4月15日と同じ

26日
　2018年度総会 CCEまつり

地球の子ども通信
日立システムズホール仙台 交流ホール
10：00～15：00
            ※4月2日と同じ

MIA日本語講座２０１８年第１期開講！ AIM＠

JICAボランティア2018年度春募集のお知らせ
募集期間　2018年4月2日（月）～2018年5月1日（火）

　JICA東北では、青年海外協力隊/シニア海外ボランティアに関するご
相談を随時お受けしています。
★応募を考えている方はもちろん、JICAボランティアってどういう国に
　行って何をするの？など『まずは話を聞
　いてみたい』という方もお気軽にご連絡
　ください。
★応募を考えている方には、分野・職種選
　びや応募書類の書き方のアドバイス等
　もしております。
★ご相談・お問い合わせ：JICA東北市民参
　加協力課
　ボランティア担当　022-223-4772　
　jicathic-jv@jica.go.jp
★「JICAボランティア」で検索してください
　ね！

指定国立大学法人に認定～世界最高水準を目指して～
　東北大学、東京大学、京都大学の３大学は、文部科学大臣より指定国
立大学法人の認定を受けました。指定国立大学は、日本を代表して、世
界の有力大学と肩を並べて国際社会の発展に貢献することが期待され
ています。構想の１つである海外有名大学との国際共同大学院は、既に
スピントロニクス、環境・地球科学、データ科学、宇宙創成物理学がス
タートし、今後さらに分野を拡大する計画
です。また、青葉山新キャンパスには、大
型の産学連携研究開発拠点やサイエンス
パークが構築されていく予定です。

東北大学植物園に春の訪れ
　東北大学植物園は、仙台城の西にあります。伊達政宗の築城以来今
日まで樹木の伐採や民間人の立ち入りが厳しく禁止されていたため、自
然度の高い植生が見られ、その貴重さから天然記念物に指定されまし
た。園内の観察路は８つのモデルコースが設定され、ハイキングにも最
適です。５月４日のみどりの日は、入園が無料、園内のガイドツアーや
様々なイベントが行われます。

クラス

初級１・２

中級

漢字１・２

曜日

火～金

火・木

金

火

時間

10：00～12：00

13：00～15：00

13：00～15：00

18：30～20：30

期間

４月１7日（火）～９月18日（火）

４月１7日（火）～９月13日（木）

４月20日（金）～９月21日（金）

４月10日（火）～９月25日（火）

『日本語初級１大地』
『日本語初級2大地』
『中級へ行こう
日本語の文型と表現５5』

『使って覚える楽しい漢字1』
『使って覚える楽しい漢字2』
『日本語初級１大地』
『日本語初級2大地』

￥24,000
※テキスト代別

夜間初級1
夜間初級2

￥12,000
※テキスト代別
￥7,200
※テキスト代別
￥12,000
※テキスト代別

初級1・2
各20人

20人

テキスト 受講料 定員

漢字1・2
各20人
初級１・2
各15人

　４月からMIA日本語講座が始まります。身近に日本語を勉強したい外国人がいらしたら、ぜひご紹介ください。
多言語（日英中韓越）のチラシも用意しています。

訪問学習の様子

ライブラリーライブラリーライブラリー ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

編集・執筆：岩田一成　発行：アスク出版
「にほんご宝箱 日本で生活する外国人のためのいろんな書類の書き方」

　日本に暮らす外国人が、日々の生活のなかで作成が必要となるさまざまな書類を集め、その書き方を練習す
る教材です。
　宅配便の送り状、病院の問診票、保育所の入所申込書など、5つの場面から40種類ほどの書類が取り上げら
れ、それぞれ必要となる語彙の確認をしてから、実際に書類に書き込みをして完成させていきます。
　英語・中国語・韓国語・ベトナム語・ポルトガル語の簡易辞書が巻末に掲載されているほか、連動したウェブサイ
トからも同じ言語でもう少し詳しく説明された資料がダウンロードできます。これらを活用しながら支援者といっ
しょに進めていけば、日本語力が限られている人でも、次第に書類の書き方に慣れていくのではないでしょうか。

JICA東北からのお知らせ
所在地 〒980-0811仙台市青葉区一番町4-6-1 
　　　 仙台第一生命タワービル20階
TEL 022-223-4772　FAX 022-227-3090　
E-mail thictpp@jica.go.jp　
JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/
※JICA=独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国
間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています）

東北大学 国際広報センターからのお知らせ
所在地 〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1
　　　 東北大学 広報課内
TEL 022-217-4816　
E-mail public_relations@grp.tohoku.ac.jp
Web https://www.tohoku.ac.jp/en/
東北大学のニュース・イベント情報や、宮城の良さを英語100%で発信中！
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー

このコーナーでは、県内の国際活動団体の2018年4月～5月の
活動予定をご紹介します。
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DIARY 4 5 月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：E メール 　　 ：ホームページ

「倶楽部MIA」、「MIA多言語かわら版」（日・英・中・韓・ベトナム・
インドネシア）の最新号及びバックナンバーは、WEB上でご覧
いただくことができます。

倶楽部MIA 検 索

・

・

・

4月 APRIL
1・6・15・22・29・30日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
　  022-354-3678（大浦）
k-ohura@kfx.biglobe.ne.jp
http://www.geocities.jp/matsushimagw

1・6・15・22・29日　
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
入場料300円は自己負担

※瑞巌寺ボランティアガイドと同じ

中旬 日曜
　お花見ピクニック

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
錦町公園
午後
要（電話・FAX・メール）
無料（各自一品持ち寄り。飲み物の用意あり）
022-225-1475
022-225-1407
contact@afsendai.com
http://www.afsendai.com

1日　
　April Fool's & Easter

NPO MISO
塩釜市中央公民館
13：00～（受付12：30～）
要（電話・FAX・メール）
無料
022-385-5626
022-385-5965
npomiso@carleikaiwaschool.com
http://www.npo-miso.jp

2日　
　花バザー

地球の子ども通信
事務局（仙台市泉区南中山1-24-5）
10：00～14：00
　  022-376-5382
nra55237@nifty.com
http://www.cce-sendai.jp

8日
　TEDxTohokuUniversity 2018 Conference 

TEDxTohoku University
東北大学カタールサイエンスキャンパス
ホール（青葉山キャンパス）
10：30～19：30
要（HPより）

学生3,000円、一般6,000円
tedxtohokuu@gmail.com
https://www.tedxtohokuu.com/20
18-conference

10日
　MIA日本語講座夜間初級1・2クラス

公益財団法人宮城県国際化協会
宮城県仙台合同庁舎 7階
18：30～20：30（毎週火）
要（電話・FAX・メール）
12,000円（テキスト代別）
022-275-3796
022-272-5063
mail@mia-miyagi.jp
http://mia-miyagi.jp/

15日　
　歩いて巡る地域歴史散策～第42回仙台三十
　三観音巡り第二行程～第12番～第25番札所

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：みやぎNPOプラザ・みやぎ婦人
会館前（榴ヶ岡）
8：45集合 9：00出発～15：00頃解散予定
要（電話・FAX・メール）
一般2,500円　楽遊ネット会員2,000円
(小冊子・保険料込）
022-261-9869
022-261-0546
eikaiwa.usaclub@dream.ocn.ne.jp
http://www.eikaiwa-sendai.jo/raku
yuu.html

17日
　MIA日本語講座初級1・2クラス

公益財団法人宮城県国際化協会
10：00～12：00（毎週火～金）
24,000円（テキスト代別）

※夜間初級1・2クラスと同じ

　MIA日本語講座中級クラス
公益財団法人宮城県国際化協会
13：00～15：00（毎週火・木）
12,000円（テキスト代別）

※夜間初級1・2クラスと同じ
　
　BD作家イョーリオとリッチの
　特別ワークショップとライブ・ドローイング

仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
仙台日仏協会・アリアンス・フランセーズ
18：30～20：30
要（電話・FAX・メール）
無料
022-225-1475
022-225-1407
contact@afsendai.com
http://www.afsendai.com

18日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

19日
　歴史の時間と物語の時間
　－死者と生者のラストサパー

アフリカ・セミナーの会
仙台国際センター 研修室
10：00～１2：00
不要
1,000円
　   022-362-7907

20日
　野菜バザー

地球の子ども通信
　　　　　　  ※4月2日と同じ

　MIA日本語講座漢字1・2クラス
公益財団法人宮城県国際化協会
13：00～15：00（毎週金）
7,200円（テキスト代別）

※夜間初級1・2クラスと同じ

3・4・5・6・11・20・27日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会

※4月の瑞巌寺ボランティアガイドと同じ

6・11・20・27日　
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会

※4月の円通院ボランティアガイドと同じ

12日
　内モンゴルと石巻・子どもたちがつなぐ
　平和コンサート

石巻内モンゴル友好協会
石巻遊楽館 かなんホール
①14：00～16：00 ②18：00～20：00
石巻内モンゴル友好協会事務局　門間博子

（前売券）2,500円 （当日券）2,800円
0225-21-1701または090-2024-3693
0225-21-1702
hiro-kom@zd5.so-net.ne.jp

16日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
　　　　　　　※4月18日と同じ
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　日本におけるフェミニズムを問う

アフリカ・セミナーの会
　　　　　　  ※4月19日と同じ

20日
　歩いて巡る地域歴史散策～第43回仙台三十
　三観音巡り第三行程～第26番～第33番札所

NPO法人楽遊ネットワーク宮城
集合場所：①JR南仙台駅前１番バス乗場前 
②第31番札所「落合観音堂(四郎丸)」内
                       ※4月15日と同じ

26日
　2018年度総会 CCEまつり

地球の子ども通信
日立システムズホール仙台 交流ホール
10：00～15：00
            ※4月2日と同じ

MIA日本語講座２０１８年第１期開講！ AIM＠

JICAボランティア2018年度春募集のお知らせ
募集期間　2018年4月2日（月）～2018年5月1日（火）

　JICA東北では、青年海外協力隊/シニア海外ボランティアに関するご
相談を随時お受けしています。
★応募を考えている方はもちろん、JICAボランティアってどういう国に
　行って何をするの？など『まずは話を聞
　いてみたい』という方もお気軽にご連絡
　ください。
★応募を考えている方には、分野・職種選
　びや応募書類の書き方のアドバイス等
　もしております。
★ご相談・お問い合わせ：JICA東北市民参
　加協力課
　ボランティア担当　022-223-4772　
　jicathic-jv@jica.go.jp
★「JICAボランティア」で検索してください
　ね！

指定国立大学法人に認定～世界最高水準を目指して～
　東北大学、東京大学、京都大学の３大学は、文部科学大臣より指定国
立大学法人の認定を受けました。指定国立大学は、日本を代表して、世
界の有力大学と肩を並べて国際社会の発展に貢献することが期待され
ています。構想の１つである海外有名大学との国際共同大学院は、既に
スピントロニクス、環境・地球科学、データ科学、宇宙創成物理学がス
タートし、今後さらに分野を拡大する計画
です。また、青葉山新キャンパスには、大
型の産学連携研究開発拠点やサイエンス
パークが構築されていく予定です。

東北大学植物園に春の訪れ
　東北大学植物園は、仙台城の西にあります。伊達政宗の築城以来今
日まで樹木の伐採や民間人の立ち入りが厳しく禁止されていたため、自
然度の高い植生が見られ、その貴重さから天然記念物に指定されまし
た。園内の観察路は８つのモデルコースが設定され、ハイキングにも最
適です。５月４日のみどりの日は、入園が無料、園内のガイドツアーや
様々なイベントが行われます。
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※テキスト代別
￥12,000
※テキスト代別

初級1・2
各20人

20人

テキスト 受講料 定員

漢字1・2
各20人
初級１・2
各15人

　４月からMIA日本語講座が始まります。身近に日本語を勉強したい外国人がいらしたら、ぜひご紹介ください。
多言語（日英中韓越）のチラシも用意しています。

訪問学習の様子

ライブラリーライブラリーライブラリー ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

編集・執筆：岩田一成　発行：アスク出版
「にほんご宝箱 日本で生活する外国人のためのいろんな書類の書き方」

　日本に暮らす外国人が、日々の生活のなかで作成が必要となるさまざまな書類を集め、その書き方を練習す
る教材です。
　宅配便の送り状、病院の問診票、保育所の入所申込書など、5つの場面から40種類ほどの書類が取り上げら
れ、それぞれ必要となる語彙の確認をしてから、実際に書類に書き込みをして完成させていきます。
　英語・中国語・韓国語・ベトナム語・ポルトガル語の簡易辞書が巻末に掲載されているほか、連動したウェブサイ
トからも同じ言語でもう少し詳しく説明された資料がダウンロードできます。これらを活用しながら支援者といっ
しょに進めていけば、日本語力が限られている人でも、次第に書類の書き方に慣れていくのではないでしょうか。

JICA東北からのお知らせ
所在地 〒980-0811仙台市青葉区一番町4-6-1 
　　　 仙台第一生命タワービル20階
TEL 022-223-4772　FAX 022-227-3090　
E-mail thictpp@jica.go.jp　
JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/
※JICA=独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国
間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています）

東北大学 国際広報センターからのお知らせ
所在地 〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1
　　　 東北大学 広報課内
TEL 022-217-4816　
E-mail public_relations@grp.tohoku.ac.jp
Web https://www.tohoku.ac.jp/en/
東北大学のニュース・イベント情報や、宮城の良さを英語100%で発信中！
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再生紙を使用しています。
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〒981-0914
仙台市青葉区堤通雨宮町4番17号
宮城県仙台合同庁舎7階
TEL  022（275）3796
FAX 022（272）5063

編集・発行

E-mail mail@mia-miyagi.jp　URL http://mia-miyagi.jp/

（公財）宮城県
国際化協会

至北仙台
バス停（宮城県仙台合同庁舎前）

宮城県仙台
合同庁舎7階

至仙台
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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の
　定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　（株）JTB東北仙台支店　　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部

――始めに、自己紹介をお願いします。
　キューバの首都ハバナの出身です。2016年4月に古川学園高校に1年
生として入学しました。普通科総合コースに在籍し、他の生徒と同じよう
に日本語で授業を受けています。バレーボールのポジションは、レフトで
す。身長は173㎝と特別に大きいわけではありませんが、最高到達点は
3m5㎝で、パワーのあるスパイクが持ち味です。
――次に、お母様についてお伺いします。お母様のターニャ・オルティス
さんは、バレーボールキューバ女子代表がバルセロナ五輪で金メダルを
獲得した時のメンバーでいらっしゃいますね。レグラさんがバレーボー
ルを始めたのは、お母様の影響があったのでしょうか？
　小さい頃は陸上の短距離をやっていましたから、早くから特別な指導
を受けて来たわけではありません。ただ、始めたきっかけは確かに母で
す。小学5年生の時、母が指導していた小学生のチームで選手の人数が
足りず、私が試合に出ることになりました。9歳で身長が160㎝を超えた
私は他の子ども達より一回り体が大きく、テクニックの面でも良い評価を
受けて嬉しかったことから、本格的に取り組むことにしました。
――その後は、お母様のご指導もあったのですね。
　はい。キューバはスポーツが盛んで、スポーツセンターがたくさんあり
ます。平日はそのスポーツセンターの1つに通って練習を行い、週末は母
がセンター長を務めていた別のスポーツセンターで、母の指導の下、特
訓しました。
――そして、頭角を現したわけですね。
　そうです。キューバは、スポーツで活躍をすると、より上のレベルで取り
組むシステムになっています。私にも関係者から声が掛かったことから、
スポーツに専門的に取り組む中学校に入学し、ハバナ中から集められた
上手な選手達とプレーするようになりました。中学時代は、ジュニアの
キューバ女子代表として約1年、活動した経験もあります。
――どうして日本に来ることになったのでしょう？
　「キューバより強い外国でプレーした方がいい」と母に言われたからで
す。私は外国へ行くなら、イタリアに行きたいと思っていたのですが、母
にテクニックが優れた日本に行くよう勧められ、日本に来ることにしまし
た。母はバレーボールの世界をよく知っていますから、母が言うことは常
に正しいと思っています。古川学園高校への留学は、母の知り合いの日
本人のバレーボール関係者が岡崎典生監督と知り合いだったことから、
実現しました。
――そうして始まった日本での生活は、いかがでしたか？強豪校の練習

は、大変ではありませんか?
　1日に何度も靴を履き替えることに驚いたり、キューバで見ていた日
本のアニメと違って、制服のスカートが長くてがっかりしたり、生活する
上で思っていたことと違うところはたくさんありました。バレーボール部
の練習については、ジュニアのキューバ女子代表時代はもっと長い時間
やっていましたし、全体的に違和感はありません。日本はテクニックに長
けているので、例えばスパイクの打ち方などキューバよりバリエーション
が豊富だと感じています。
――異文化の中、深い部分で苦労されたこともあったのではないでしょ
うか？
　食べ物とコミュニケーションの取り方という2つの面で、苦労しました。
食べ物に関しては、寮で出される食べ物に慣れるのが一苦労でした。「味
がない。ベタベタする」と感じ、白ご飯が苦手でした。もともと野菜は大
嫌いだったのですが、日本の料理は様々な野菜を用いるので、それに慣
れるのも大変でした。今は頑張っていろいろ食べています。コミュニケー
ションの面では、明るく、周囲の人と積極的にコミュニケーションを取っ
て人生を楽しもうとするキューバ人に比べて、日本人はよそよそしい感
じがしています。
――お休みの日はどんなふうに過ごしていらっしゃいますか？
　コスタリカ出身で、女子バレーボール部のコーチを務めているルイ
ス・レオンさんの美里町の家で過ごしています。入学当初、全く日本語が
できなかった私のために、彼が3ヶ月ほど毎日授業に同席してくれたこと
もあり、仲良くなりました。大好きなアイスクリームを一緒に食べに行っ
たり、スペイン語でおしゃべりしたりするのも楽しいです。ラテンアメリカ
の文化を共有し、何でも話せるルイスさんを私は「日本のパパ」だと思っ
ています。
――昨年夏、お母様が宮城に来られたようですね。
　宮城で行われた全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の試合に
出場する私を応援するため、来てくれました。普段はレフトの私がセン
ターを務め、大型の選手達と渡り合って様々なプレーを展開するのを見
て、母は「すごいね」と言って泣きました。
――これからの目標を教えて下さい。
　年齢の関係で、全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バ
レー）に出ることはもうできませんが、「天皇杯・皇后杯全日本バレーボー
ル選手権大会」は、予選を突破したら私も出られるので、持ち味の強烈な
スパイクを決めてチームの勝利に貢献したいです。もっと先の目標とし
ては、高校卒業後、Ｖリーグのチームでプレーしたいと考えています。

AIM＠ このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　

「外国人とともに拓く介護の未来～外国人介護人材受入啓発事業」のご報告

「平成２９年度宮城県市町村国際交流協会連絡会議」のご報告

レグラさん（左）と母・ターニャさん（右）練習風景

　高齢化が著しい日本においては、介護現場におけるスタッフの
不足が深刻な状況にあり、団塊の世代がすべて後期高齢者となる
２０２５年には全国で介護人材が３８万人不足すると試算されてい
ます。このことを受けて日本政府は昨年、技能実習制度の職種に

「介護」を加えたり、在留資格「介護」を新設したりと急速に外国人
介護人材受け入れの門戸を開きました。
　今年度、当協会では宮城県長寿社会政策課からの委託で県内
の介護施設管理者等を対象としたシンポジウム「外国人とともに
拓く介護の未来」を開催しました。EPA介護福祉士候補者の受け
入れ実績がある青森県むつ市の介護福祉施設、気仙沼市での外
国人介護人材を雇用する施設、介護の現場で働く中国出身者によ
るそれぞれの事例が報告されました。当日は１７０名を超える多く

　２月２１日に「宮城県市町村国際交流協会連絡会議」が開催されま
した。この会議は、市町村国際交流協会の情報交換・連携促進のた
めMIAが毎年開催しているもので、今年度は６団体１５名の方にご
参加いただきました。
　今回は「これからの国際交流イベントについて考える」というテー
マを設け、各協会の「国際交流イベント」の取組状況、課題とその解
決のためのヒントを共有するとともに、外国人は必ずしも「歌や踊り
のパフォーマー」ではなく、地域に暮らす生活者であるという視点
を持つことの大切さについても考えました。
　また、特別ゲストとして、宮城アフリカ協会のアイザックさん、サ
ンバチーム代表のアンドレアさん、みやぎ外国人相談センター韓

同和興業株式会社（本社・仙台市）

　当社は1961年の設立以来、地元ビルメンテナンス
のリーディングカンパニーとして、保守管理はもちろ
んのこと、警備業務も含め、安全で快適な環境づくり
に取り組んでまいりました。 経営理念としては、 ｢今日の充実で、明日に拡げる｣と「相互信頼」の精神
に基づき、顧客の「信頼と満足」を得て、建築物環境保全に最大限の努力をすることと、人にやさしい環
境を創造し、地域社会とともに地球環境に大きく貢献することを掲げています。お客様に安心して当社
のサービスを受けていただけるよう、1999年には国際標準化機構（ISO）の品質マネジメントシステム
に関する規格「ISO9001」の認証も取得しています。
　環境負荷の少ない事業活動の実施には、特に力を入れています。環境や安全面への配慮を含め、メ

ンテナンスやリニューアルの在り方を様々な角度から検討し、ビルや住まいの理想像を研究する「BMセンター」を2003年に開設しまし
た。また、同じ年に設置した「仙台ケミカルセンター」では、水質検査や空気環境測定といった従来の衛生保全に関する分野に加え、周辺環
境も視野に入れた多様な分析を行い、そこで得た正確で質の高いデータを廃棄物などの安全で正確な処理のために有効活用しています。
　今後は、環境問題にさらに寄与する企業を目指すとともに、安定した雇用機会の創出を継続することで、地域社会のお役に立っていきた
いと考えています。

MIA法人賛助会員ご紹介コーナーMIA法人賛助会員ご紹介コーナー

宮城でバレーボールを
頑張っています!

同和興業株式会社 BM センター

レグラ・フラヴィア・マルティネス・オルティスさん
キューバ共和国出身
古川学園高校女子バレーボール部所属

の方々のご来場がありました。
　また、県内の介護福祉施設への出張説明会も実施し、昨年１２月
から今年３月までの
間に８つの施設等に
出向きました。施設
管理者から現場ス
タッフまで 多くの
方々からたくさんの
ご質問があり、関心
の高さがうかがわ
れました。

国語相談員の金才努さんをお招きし、それぞれの出身国・地域の
文化紹介のための取組を紹介していただきました。
　後半の自由懇談の時間では、予定の時間を過ぎても熱心に情報
交換をされていて、
出席者のお一人か
らは「いい情報がた
くさん得られたので
参加して良かった」
という感想の声も聞
かれました。

パネルディスカッションの様子
（２０１７年１１月２２日（水）、TKP ガーデンシティ仙台）。


